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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期
第３四半期
連結累計期間

第64期
第３四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年１月１日
至 平成24年12月31日

売上高 (千円) 14,674,481 13,026,911 20,351,099

経常利益又は経常損失(△) (千円) 182,139 △106,465 670,607

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 46,958 △116,627 301,671

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 57,455 △50,893 331,371

純資産額 (千円) 10,526,224 10,315,468 10,766,044

総資産額 (千円) 16,909,011 15,867,743 17,758,085

１株当たり四半期(当期)純利益　　　
金額又は四半期純損失金額（△）

(円) 2.55 △6.43 16.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 62.3 65.0 60.6

　

回次
第63期
第３四半期
連結会計期間

第64期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日

自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △6.12 △7.67

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　「売上高」には、消費税等は含まれておりません。

３　第63期第３四半期連結累計期間及び第63期の「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

４　第64期第３四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」については、「１株当た

り四半期純損失金額」であり、また潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当企業集団(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更等はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の経済政策や金融緩和政策から、円

安・株高が進み、景気は緩やかな回復基調となりました。しかしながら、個人消費の回復は限定的

となり、菓子業界においては消費者の低価格志向は根強く、小売業・メーカー間の競争は厳しさを

増し、販売促進費の増加などからメーカーの収益環境は、引き続き厳しいものとなりました。　

このような経営環境の下、当企業集団は、売上の好調な「金のミルク」や主力ブランド商品であ

る「ピュレグミ」のブランド育成を図ると共に、袋キャンディ主力品６品を対象とした創業100周

年キャンペーンを行うなど、売上拡大に努めました。しかしながら、競争は厳しく、カルピス株式

会社の商標権使用解約の申し入れによるカルピスブランド商品の販売中止や「茎わかめ」の販売休

止による売上減少を補うことが出来ず、売上高は前年同期に比べ大幅に減少致しました。

袋キャンディは、カルピスブランド商品の販売中止と、のど飴群の売上減少などにより、前年同

期比4.9％減少となりました。ポケットキャンディについては、グミ群の売上は前年同期に比べ増

加するものの、スティックのど飴群の売上減少を主因に、前年同期比11.7％減少となりました。素

材菓子は「茎わかめ」の販売休止の影響から、前年同期比29.3％減少となりました。この結果、第

３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比16億47百万円(11.2％)減収の130億26百万円となりま

した。　

損益につきましては、販売費及び一般管理費は、前年同期比５億36百万円減少の57億16百万円と

なるものの、売上高の大幅な減少による工場稼働率の低下や、利益率の高い主力品の売上減少から

売上原価率が上昇し、売上総利益は、前年同期比８億45百万円(13.3％)減益の55億31百万円となり

ました。この結果、営業損益は前年同期比３億９百万円減益の１億85百万円の損失となりました。

経常損益は、朝日工場建設に伴う、ものづくり産業応援助成金70百万円の営業外収益もあり、前年

同期比２億88百万円減益の１億６百万円の損失、四半期純損益は前年同期比１億63百万円減益の１

億16百万円の損失となりました。　
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ18億90百万円（10.6％）減少

し158億67百万円となりました。これは主に現金及び預金が１億27百万円増加しましたが、売上債

権が18億16百万円、有形固定資産が４億32百万円減少したことによるものです。

負債の部は、前連結会計年度末に比べ14億39百万円（20.6％）減少し55億52百万円となりまし

た。これは主に未払費用が４億48百万円、仕入債務が３億77百万円、長期借入金が約定返済分３億

円、未払法人税等が１億29百万円減少したことによるものです。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ４億50百万円（4.2％）減少し103億15百万円となりまし

た。これは主に四半期純損失１億16百万円、配当金２億92百万円の支払、自己株式の取得１億７百

万円によるものです。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は２億51百万円であります。

　

EDINET提出書類

カンロ株式会社(E00378)

四半期報告書

 5/17



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,144,505 19,144,505
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数1,000株

計 19,144,505 19,144,505 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 19,144,505 ― 2,864,249 ― 2,141,805

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載

することができませんので、直前の基準日である平成25年６月30日の株主名簿により記載しておりま

す。

① 【発行済株式】

（平成25年６月30日現在）

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,012,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

18,024,000
18,024 ―

単元未満株式
普通株式

108,505
― ―

発行済株式総数 19,144,505 ― ―

総株主の議決権 ― 18,024 ―

(注) 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己保有株式407株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

（平成25年６月30日現在）

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
カンロ株式会社

東京都中野区新井２丁目
１０－１１

1,012,000 ― 1,012,000 5.28

計 ― 1,012,000 ― 1,012,000 5.28
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動は次のとおり

であります。

　(1)役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役会長
（開発本部管掌）

代表取締役会長 中原　靖生 平成25年４月１日

取締役副社長
（管理本部長兼
経営企画室長）

取締役副社長
（管理本部長）

武井　実 平成25年４月１日

常務取締役
（営業本部長）

常務取締役
（マーケティング統括本部長）

西村　一之 平成25年４月１日

常務取締役
（新規事業本部長）

常務取締役
（新規事業開発室長）

須藤　智明 平成25年４月１日

取締役
（開発本部長）

取締役
（管理本部副本部長兼
　経営企画室長）

羽田　英之 平成25年４月１日

常務取締役
（生産本部長兼
　ＳＣＭ推進部長）

常務取締役
（生産本部長）

黒田　幸徳 平成25年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人ト―マツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,143,512 1,270,734

受取手形及び売掛金 4,797,178 2,980,659

商品及び製品 459,302 495,893

仕掛品 1,578 42,238

原材料及び貯蔵品 201,880 221,181

その他 471,270 514,919

流動資産合計 7,074,723 5,525,626

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,860,000 7,920,344

減価償却累計額 △4,400,112 △4,586,290

建物及び構築物（純額） 3,459,888 3,334,054

機械装置及び運搬具 12,306,137 12,476,641

減価償却累計額 △8,316,116 △8,762,204

機械装置及び運搬具（純額） 3,990,020 3,714,437

土地 1,987,222 1,987,222

建設仮勘定 26,045 20,059

その他 1,071,261 1,086,979

減価償却累計額 △801,663 △842,234

その他（純額） 269,598 244,745

有形固定資産合計 9,732,775 9,300,519

無形固定資産 68,691 75,642

投資その他の資産

投資有価証券 366,343 465,448

その他 515,551 500,507

投資その他の資産合計 881,894 965,955

固定資産合計 10,683,362 10,342,116

資産合計 17,758,085 15,867,743
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,675,945 1,298,626

短期借入金 400,000 400,000

未払金 461,515 404,193

未払費用 1,352,906 904,012

未払法人税等 152,832 23,751

賞与引当金 182,469 218,576

役員賞与引当金 25,700 1,125

その他 295,019 118,344

流動負債合計 4,546,389 3,368,629

固定負債

長期借入金 800,000 500,000

退職給付引当金 1,282,234 1,350,590

役員退職慰労引当金 225,360 220,230

その他 138,057 112,825

固定負債合計 2,445,651 2,183,645

負債合計 6,992,041 5,552,275

純資産の部

株主資本

資本金 2,864,249 2,864,249

資本剰余金 2,532,550 2,532,550

利益剰余金 5,580,400 5,171,414

自己株式 △223,020 △330,344

株主資本合計 10,754,180 10,237,870

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,863 77,597

その他の包括利益累計額合計 11,863 77,597

純資産合計 10,766,044 10,315,468

負債純資産合計 17,758,085 15,867,743
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 14,674,481 13,026,911

売上原価 8,297,585 7,495,634

売上総利益 6,376,895 5,531,277

販売費及び一般管理費 6,252,401 5,716,351

営業利益又は営業損失（△） 124,493 △185,073

営業外収益

受取利息 480 445

受取配当金 5,693 6,246

技術指導料収入 2,252 3,119

助成金収入 70,000 70,000

その他 38,721 44,828

営業外収益合計 117,147 124,639

営業外費用

支払利息 17,045 12,707

退職給付費用 23,621 23,621

その他 18,835 9,702

営業外費用合計 59,502 46,031

経常利益又は経常損失（△） 182,139 △106,465

特別利益

投資有価証券売却益 183 4,425

特別利益合計 183 4,425

特別損失

固定資産除却損 10,501 11,815

減損損失 1,263 4,430

特別損失合計 11,765 16,246

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

170,557 △118,285

法人税、住民税及び事業税 167,401 32,796

法人税等調整額 △43,802 △34,454

法人税等合計 123,598 △1,657

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

46,958 △116,627

四半期純利益又は四半期純損失（△） 46,958 △116,627
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

46,958 △116,627

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 10,496 65,734

その他の包括利益合計 10,496 65,734

四半期包括利益 57,455 △50,893

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 57,455 △50,893
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

減価償却費 855,466千円 806,756千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
定時株主総会

普通株式 110,613 6.00 平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金

平成24年８月８日
取締役会

普通株式 110,611 6.00 平成24年６月30日 平成24年８月31日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日
定時株主総会

普通株式 183,565 10.00 平成24年12月31日 平成25年３月29日 利益剰余金

平成25年８月８日
取締役会

普通株式 108,792 6.00 平成25年６月30日 平成25年８月30日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）及び当第３四半期連結

累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

当社及び当社の連結子会社の事業は菓子食品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目 　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）

　 2.55円 △6.43円

 (算定上の基礎) 　 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失（△）

(千円) 46,958 △116,627

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）

(千円) 46,958 △116,627

普通株式の期中平均株式数 (千株) 18,435 18,136

(注)　１　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないた

め記載しておりません。

　　　２　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額であり、また潜在株式がないため記載しておりません。

２ 【その他】

第64期（平成25年１月１日から平成25年12月31日まで）中間配当については、平成25年８月８日開催の

取締役会において、平成25年６月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を

行うことを決議し、配当を行いました。

　　１　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　108,792千円

　　２　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.00円

　　３　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　平成25年８月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成２５年１１月８日

カ ン ロ 株 式 会 社

   取 締 役 会  御 中

　

有限責任監査法人 ト ー マ ツ 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   小   林   功   幸

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   大   枝   和   之

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
カンロ株式会社の平成２５年１月１日から平成２５年１２月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会
計期間（平成２５年７月１日から平成２５年９月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２５年１
月１日から平成２５年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カンロ株式会社及び連結子会社の平成２５
年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以 上
　

 

(注) １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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